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氏 名 ドイル 恵美 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は開発途上国におけるインフラ開発援助を対象として、援助国と被援助国の間に介
在する双方向アカウンタビリティについて考察し、援助国と被援助国双方の認知ギャップに
よる問題発生を回避するためのアダプティブマネジメントの方法論の構築を目指したのも
のであり、具体的には、以下のような知見を得ている。 
 
1. アカウンタビリティの構造を委託者と受託者の間で成立する委託・受託関係としてモ
デル化できることを明らかにすると同時に、両者の間で健全なガバナンスが成立するための
条件を、意味の構造、正統性の構造、支配の構造という側面から考察している。 
 
2. 援助国と被援助国の間で成立するアカウンタビリティを、援助国を委託者、被援助国
を受託者とするアカウンタビリティ、及び、被援助国を委託者、援助国を受託者とするアカ
ウンタビリティが作用する双方向アカウンタビリティモデルとして記述できることを明ら
かにしている。そのうえで、両者の関係を主観的ゲームモデルとして定式化している。 
 
3. ラオス国における道路整備の国際援助事業を対象として、援助国、被援助国、地域住
民で構成されるアカウンタビリティの構造に関して実証分析を行い、国際援助の成果が被援
助国と地域住民の間におけるアカウンタビリティの構造に依存していることを実証的に明
らかにしている。 
 
4. 開発途上国援助において、援助国と被援助国が異なるアカウンタビリティモデルを持
つ場合、両者の均衡解が一致する保証はない。アダプティブマネジメントは、双方向アカウ
ンタビリティゲームにおける均衡解のギャップを埋める役割を果たすことを理論的に明ら
かにしている。 
 
以上、要するに、本論文は開発途上国援助を対象として、援助国と被援助国の間の双方向
アカウンタビリティの構造を明らかにし、それを達成するためのアダプティブマネジメント
の方法論を提示したものであり、学術上、実際上寄与するとことがところが少なくない。よ
って、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３０年１
月５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位
取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
